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表紙図の説明： マウスの顎下腺ムチンの糖鎖分析。野生型マウスは Core1 型の糖鎖組成であるのに対し、
Bmi1 遺伝子欠損マウスは Core2 型の糖鎖組成の割合が高くなっている（37-40 ページ
の総説を参照）。




